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1主要目1貨 客船、鉄製、山科礼蔵 (浦賀)所 有、2′7 2総 ト

ン、主機三達成汽機 1基、出力28公 称馬力、速力 2/ッ ト、

旅客定員―等 2人、二等20人、二等8人 、 870年英国ウイリア

ム デ ニー &ブ ラザーズ社建造、前名 Bata宙a次 いでTacOma

前身はキュナードの北大西洋航路客船

「色丹丸J 写 真提供=小 林義秀

「/ タヽヴィアJ時 代の 「色丹丸J

二
達
成
汽
機
を
初
装
備

の
キ

ュ
ナ
ー
ダ
ー

世
界
の
海
事
史
に
残
る
有
名
船
が
、
晩
年
、
日
本

に
身
売
り
し
、
東
ア
ジ
ア
で
稼
働
し
た
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
こ
の

一名
崎
発
掘
」
で
も
、
ど
向
砂

丸
」
（ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
式
に
参
加
、
第
七
十
六

キ
）
や

「太
平
丸
」
（政
工
■
時
世
界

一
の
快
速
い
。

第
九
十
八
号
）
で
く
わ
し
く
紹
介
し
た
。

外
同
か
ら
中
市
船
を
購
入
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

戦
前
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ

た
が
、
今
回
の

「色
丹
丸

↓
（し
こ
た
ん
ま
る
）
も

そ
う
し
た
船
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

こ
の
い
の
前
身
は
英
国
キ
ュ
ナ
ー
ド

・
ラ
イ
ン
の

北
大
西
洋
航
昨
年
船

．
バ
タ
ヴ
イ
ア
」
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
キ
ュ
ナ
ー
ド

・
ラ
イ
ン
は
、　
一
人

三
九

（天
保
十
）
年
、　
ハ
リ
フ
ア
ク
ス
出
身
の
実
業

家
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
キ
ュ
ナ
ー
ド
を
中
心
に
設
立
さ
れ

た
船
会
社
で
あ
る
。
Ｐ
＆
０
と
な
ら
ぶ
こ
の
世
界
屈

指
の
老
舗
会
社
は
、
最
近
は
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ

セ
ツ
ン
の
傘
下
に
は
い
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
、
「
モ
ー
レ
タ
エ
ア
・
↓
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
」
バ
Ч

Ｅ
２
」
な
ど
数
々
の
名
船
を
擁
し
て
、
世
界
の
客
船

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

同
社
の
客
船
が
、
伝
統
と
誇
り
の
意
味
を
込
め
て

「
キ
ュ
ナ
ー
ダ
ー
・
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ご

水
知
の
こ
と
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
戦
前
の
日
の
九
商

船
隊
を
み
る
と
、
Ｐ
＆
０
船
の
Ｏ
Ｂ
は
多
い
が
、
キ



ュ
ナ
ー
ダ
ー
で
日
本
船
に
な
っ
た
の
は
、
唯

一
、
こ

の
元

「
バ
タ
ヴ
ィ
ア
」
の

「色
丹
丸
」
だ
け
で
あ
る

（ほ
か
に
貨
物
船
が
二
隻
あ
る
）
。

「
バ
タ
ブ
イ
ア
」
は
、
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
の
ウ
イ
リ
ア

ム

・
デ

ニ
ー
造
船
所
の
ス
ト
ッ
ク
ボ
ー
ト
と
し
て
建

造
中
、　
一
八
七
〇

（明
治
三
）
年
に
キ
ュ
ナ
ー
ド
が

購
入
し
、
完
工
後
、
リ
バ
プ
ー
ル
～
ク
イ
ー
ン
ズ
タ

ウ
ン
～
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
間
の
北
大
西
洋
航
路
に
投
入

し
た
も
の
で
あ
る
。
鉄
製
汽
船
で
、
同
造
船
所
が
初

め
て
建
造
し
た
二
達
成
汽
機
搭
載
船
で
あ
っ
た
。
同

時
に
ま
た
、
二
連
成
汽
機
を
装
備
し
た
最
初
の
キ
ュ

ナ
ー
ダ
ー
で
も
あ
っ
た
。

高
圧
と
低
圧
の
シ
リ
ン
ダ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
二

連
成
汽
機

（
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

・
エ
ン
ジ
ン
）
の
ア
イ

デ
ア
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ

・
ワ
ッ
ト
の
時
代
か
ら
あ
っ

た
が
、
舶
用
機
関
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
造
船
家
ジ
ョ
ン
・
エ

ル
ダ
ー
の
努
力
に
よ
る
。
二
連
成
汽
機
は
、
燃
料
炭

消
費
量
が
少
な
く
て
す
む
こ
と
か
ら
、
Ｐ
＆
０
社
や

ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
・
ラ
イ
ン
の
東
洋
航
路
の
定
期

船
も
、
率
先
し
て
こ
れ
を
導
入
し
た
。

政
工
し
て
十
年
後
の
一
八
八
〇

（明
治
十
三
）
年

二
月
、
「
バ
タ
ヴ
ィ
ア
」
は
リ
バ
プ
ー
ル
を
出
航
、

ス
エ
ズ
運
河
を
通
っ
て
ボ
ン
ベ
イ
ヘ
向
か
っ
た
。
こ

の
航
海
は
、
新
航
路
の
開
拓
を
も
く
ろ
む
キ
ュ
ナ
ー

ド
の
試
験
航
海
で
あ

っ
た
が
、
紅
海
で
座
礁
し
た
こ

と
も
あ

っ
て
か
、
新
航
路
は
具
体
化
し
な
か
っ
た
。

が
、
こ
れ
に
よ
り
、
″
ス
エ
ズ
運
河
を
通
過
し
た
最

初
の
キ
ュ
ナ
ー
ダ
ー
ク
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
が
、

同
船
の
船
歴
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。

北
太
平
洋
航
路

の
定
期
客
船

と
な

る

一
八
八
四

（明
治
十
七
）
年
、
最
盛
期
を
過
ぎ
た

「
バ
タ
ブ
ィ
ア
」
は
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
の

「
ア
ン
ブ
リ

ア
」
「
エ
ト
ル
リ
ア
」
の
建
造
費
の

一
部
と
し
て
、

ジ
ョ
ン
・
エ
ル
ダ
ー
造
船
所

（の
ち
の
フ
ェ
ア
フ
ィ

ー
ル
ド
造
船
所
）
に
下
取
り
さ
れ
、
新
式
の
三
達
成

汽
機
と
ボ
イ
ラ
ー
に
換
装
し
て
若
返

っ
た
。
エ
ル
ダ

ー
造
船
所
は
、
前
述
の
ジ
ョ
ン
・
エ
ル
ダ
ー
が
設
立

し
た
も
の
で
、
同
船
が
移

っ
た
こ
ろ
は
、
ギ
オ
ン
・

ラ
イ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
っ
た
造
船
家
ウ
イ
リ
ア

ム

・
ピ
ア
ー
ス
が
経
営
し
て
い
た
。

経
営
者
と
し
て
の
手
腕
も
あ
っ
た
ピ
ア
ー
ス
は
、

太
平
洋
側

へ
の
進
出
を
図
り
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク

・
ス
チ
ー
ム
シ
ッ
プ
社

（Ｃ
Ｐ
Ｓ
）
を

設
立
。
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
と
提

携
し
て
、　
一
八
八
七

（明
治
二
十
）
年
に
バ
ン
ク
ー

バ
ー
～
横
浜
～
神
戸
～
香
港
間
の
北
大
平
洋
航
路
を

開
業
し
た
。
使
用
船
は

「
バ
タ
ヴ
ィ
ア
」
「
ア
ビ
シ

エ
ア
」
「
パ
ー
シ
ア
」
の
三
隻
。
い
ず
れ
も
、
も
と

キ
ュ
ナ
ー
ド
の
北
大
西
洋
航
路
客
船
で
あ
る
。

こ
う
し
て

「
バ
タ
ヴ
ィ
ア
」
は
、
明
治
半
ば
の
日

本
の
港
に
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
九
二

（明
治
二
十
五
）
年
に
は

「
タ
コ
マ
」

と
改
名
。
ノ
ー
ザ
ン
・
パ
シ
フ
イ
ッ
ク

・
ス
チ
ー
ム

シ
ッ
プ
社
に
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
、
Ｃ
Ｐ
Ｓ
時
代
と
同

じ
く
、
北
太
平
洋
航
路
に
就
航
し
て
い
る
。

日
露
戦
争
中

に
拿
捕

さ
れ
日
本
籍

に
入
る

そ
の
後
、
米
国
の
船
会
社
を
転
々
と
し
た
が
、
日

露
戦
争
中
に
、
タ
コ
マ
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ヘ
補

給
物
資
を
輸
送
す
る
途
中
、
北
海
道
沖
の
氷
海
で
巡

洋
艦

「高
千
穂
」
に
拿
捕
さ
れ
た
。
第
七
十
六
号
で

紹
介
し
た

「高
砂
丸
」
と
似
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

日
本
船
と
な
っ
た
同
船
は

「色
丹
丸
」
と
名
を
か

え
、
陸
軍
御
用
船
と
し
て
稼
働
。
日
露
戦
争
後
は
、

民
間
の
個
人
船
主
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。

以
後
、　
一
九
二
四

（大
正
十
三
）
年
十
月
に
上
海

付
近
で
座
検
す
る
ま
で
、
「色
丹
丸
」
は
東
ア
ジ
ア

海
域
で
働
い
た
。
座
礁
事
故
は
、
青
島
か
ら
上
海
に

向
か
う
航
海
で
起
き
た
も
の
で
、
同
船
は
の
ち
に
引

き
下
ろ
さ
れ
、
上
海
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
な
っ
た
。

大
正
時
代
の

再日
本
汽
船
船
名
録
』
を
見
る
と
、

「色
丹
丸
」
に
は
、
か
つ
て
の
客
室
設
備
が
残

っ
て

い
た
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
、
貨
物

船
と
し
て
就
航
し
て
い
た
よ
う
だ
。

ち
な
み
に
、
北
太
平
洋
航
路
時
代
の
僚
船

「
パ
ー

シ
ア
」
は
、
第
二
次
大
戦
後
ま
で
稼
働
。　
一
九
五
六

（昭
和
三
十

一
）
年
に
大
阪
で
解
体
さ
れ
、
八
十
六

年
に
及
ぶ
長
い
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。

（
山
田
　
迪
生
）

期

Ｅ
ロ
コ
ほ


